
WL04（Ａタイヤ）&WL06（Ｄタイヤ）　ウィンドランチャー　取扱説明書

このたびはウィンドランチャーをお買い上げいただきありがとうございます。
組み立てる前に下記を良く読んで組立をしてください。

　　　箱に入っているパーツを確認します。
NO 品番 品名 数 税別価格/1個
1 WL04-A WL04 前ﾌﾚｰﾑ 1200mm 1 2,100 +税
2 WL03-B 受けﾌﾚｰﾑ　680mm 2 1,500 +税
3 WL03-C 車軸ﾌﾚｰﾑ　500mm 1 1,500 +税
4 WL04-D WL04 後受け高さﾌﾚｰﾑ 300mm 1  1,200 +税
5 WL04-E WL04 前受け高さﾌﾚｰﾑ 315mm 1  1,200 +税 ■使用する工具

6 Z402 ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞ 250mm 4  650 +税 モンキーレンチ　
7 IB040038AB 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ38mm 3穴 (旧品番S-535) 2 1,200 +税 ◎スパナ10番
8 IB040090AC 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ90mmｼﾞｮｲﾝﾄ　(旧品番OL-11N) 2 2,000 +税
9 IB040120AD 38角ﾌﾞﾗｹｯﾄ120mmﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄ　(旧品番S-561) 1 2,500 +税
10 OSIN717-5 IN717-5　ｲﾉｰﾍﾞﾙﾄ25mmx4M　黒 2 900 +税
11 Z506-4 車軸ｼｬﾌﾄWL03､BY300､50､520 2 1,750 +税
12 JS208 車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰJ-130S､BY300､WL 2 500 +税
13 TA30A Aﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ 4.80/4.00-8ﾎﾞｽ幅82mm 2 8,200 +税 WL04（Ａタイヤ）
13 TA30D Dﾀｲﾔ ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ410/350-5ﾎﾞｽ幅82mm 2 4,200 +税 WL06（Ｄタイヤ）

P04-6-55 SUS六角ﾎﾞﾙﾄ6-55 18 70 +税
P04-6-45 SUS六角ﾎﾞﾙﾄ6-45 2 60 +税
P08-06 SUS蝶ﾅｯﾄM6 2 130 +税
P07-06 SUSﾅｯﾄM6 18 15 +税
P05-06 SUSｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰM6 18 7 +税
Z521 Dﾘﾝｸﾞ 2 240 +税

■ 組立をする前に完成写真をよく見て、全体のイメージを頭の中で作ってください。
各ネジ類を締める際は潤滑剤等を塗付して締めるようにしてください。

■組立手順

■フレーム組立手順
●前受け部
前受け高さﾌﾚｰﾑ　300mmに連結固定金具Ａを付け受けﾌﾚｰﾑ　680mm を通しﾎﾞﾙﾄM6-55、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄにて固定します
ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞを受けﾌﾚｰﾑに通して板ｺﾞﾑｺｰﾄﾞをﾊﾟｲﾌﾟに通します。

（ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞは水に濡らすと入り易いです）
※前受け高さﾌﾚｰﾑの中央にある穴2個は別売自転車牽引ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾟｰﾂ取付用です。

●曲げ部
前受け高さﾌﾚｰﾑと前ﾌﾚｰﾑをﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄでM6-55、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄにてｼﾞｮｲﾝﾄします。

●後受け部
後受け高さﾌﾚｰﾑ　300mmに連結固定金具Ａを付け受けﾌﾚｰﾑ　680mm を通しﾎﾞﾙﾄM6-55、ｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄにて固定します
ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞを受けﾌﾚｰﾑに通して板ｺﾞﾑｺｰﾄﾞをﾊﾟｲﾌﾟに通します。

（ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞは水に濡らすと入り易いです）
※後受け高さﾌﾚｰﾑの中央にある穴2個は別売自転車牽引ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾟｰﾂ取付用です。

●前ﾌﾚｰﾑｼﾞｮｲﾝﾄ部
後受け高さﾌﾚｰﾑにｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄを取り付けて前ﾌﾚｰﾑをｼﾞｮｲﾝﾄします。
この部分は分解ができるようﾎﾞﾙﾄM6-55と蝶ﾅｯﾄ2個を使用します。

●車軸部
車軸ﾌﾚｰﾑに車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰと車軸ｼｬﾌﾄを入れﾎﾞﾙﾄM6-45を差しｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄで固定します。
最後に車軸ｼｬﾌﾄにﾀｲﾔを差し込んでDﾘﾝｸﾞを差し完了です。

■使用上の注意
●取扱説明書、パーツ表等は大切に保管してください。

●このﾗﾝﾁｬｰはｳｨﾝﾄﾞｻｰﾌｨﾝ、ﾛﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ用ですので無理な積載は破損の原因になりますのでおやめください。

●動力での牽引は絶対にしないでください破損の原因になります。

●ご使用前には必ずボルト＆ネジ類のゆるみがないか確認してください、ゆるんだまま使用しますと事故、破損の原因になります。

●ご使用前には必ずボルト＆ネジ類のゆるみがないか確認してください、ゆるんだまま使用しますと事故等危険です。

●すり減った板ゴムでのご使用は大変危険ですので、必要に応じて交換してください。

●艇の重心はタイヤの少し前にくるように乗せてください。

●素手足で不用意にﾊﾟｲﾌﾟのｶｯﾄ部等触れますとｹｶﾞの原因となります、必ずｸﾞﾛｰﾌﾞ&ﾌﾞｰﾂを着用のうえご使用ください。

●誤った組立て、もしくは使用方法での苦情には応じかねますのであらかじめご了承ください。
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完成写真

WL04（Aﾀｲﾔ）＆WL06（Dﾀｲﾔ）　ウィンドランチャー

●前受け部
前受け高さﾌﾚｰﾑ　300mmに連結固定金具Ａを付け受
けﾌﾚｰﾑ　680mm を通します。
ｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞを付け板ｺﾞﾑｺｰﾄﾞをﾊﾟｲﾌﾟに通します。
※前受け高さﾌﾚｰﾑの中央にある穴2個は別売自転車
牽引ｵﾌﾟｼｮﾝﾊﾟｰﾂ取付用です。
●曲げ部
前受け高さﾌﾚｰﾑと前ﾌﾚｰﾑをﾋｰﾙﾌﾞﾗｹｯﾄでｼﾞｮｲﾝﾄしま
す。

前受け高さﾌﾚｰﾑ受けﾌﾚｰﾑ
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連結固定金具Ａ 受けﾌﾚｰﾑ 後受け高さﾌﾚｰﾑ連結固定金具Ａ

●後受け部
後受け高さﾌﾚｰﾑ　300mmに連結固定金具Ａを付け受けﾌﾚｰ
ﾑ　680mm を通しｸｯｼｮﾝﾁｭｰﾌﾞを付け板ｺﾞﾑｺｰﾄﾞをﾊﾟｲﾌﾟに通し
ます。
（板ｺﾞﾑを通す際、中央のﾈｼﾞにかからないように通してくださ
い、切れる恐れがありますので）
同じく下側には車軸ﾌﾚｰﾑを連結固定金具Ａで取付ます。
※後受け高さﾌﾚｰﾑの中央にある穴2個は別売自転車牽引ｵ
ﾌﾟｼｮﾝﾊﾟｰﾂ取付用です。
●前ﾌﾚｰﾑｼﾞｮｲﾝﾄ部
後受け高さﾌﾚｰﾑにｼﾞｮｲﾝﾄﾌﾞﾗｹｯﾄを取り付けて前ﾌﾚｰﾑをｼﾞｮｲ
ﾝﾄします。
この部分は分解ができるよう蝶ﾅｯﾄ2個を使用します。

蝶ﾅｯﾄ

●車軸部
車軸ﾌﾚｰﾑに車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰと車軸ｼｬﾌﾄを入れﾎﾞﾙﾄM6-45
を差しｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄで固定します。

ﾎﾞﾙﾄM6-45を差しｽﾌﾟﾘﾝｸﾞﾜｯｼｬｰ、ﾅｯﾄ

車軸ﾌﾚｰﾑ

車軸ｼｬﾌﾄｶﾗｰ

車軸ｼｬﾌﾄ

最後に車軸ｼｬﾌﾄにﾀｲﾔを差し込
んでDﾘﾝｸﾞを差し完了です。

②

写真はWL04（Aﾀｲﾔ）です。
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(有)ファクトリーゼロ              TEL 046-238-9411 FAX 046-238-9422 

                                www.factory-zero.co.jp    info@factory-zero.co.jp 

                           タイヤご使用上の注意 

 

このたびは当社製品のお買い上げまことにありがとうございます。 

当社エアータイヤにつきまして下記のことに注意してご使用下さい。 

 

TA30F / TA30G / TA30J （F ﾀｲﾔ､G ﾀｲﾔ､J ﾀｲﾔ）（ｼﾞｪｯﾄﾗﾝﾁｬｰ､ｼﾞｪｯﾄﾊﾞﾝｸ、L700 等に使用）  

 ﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔです、ﾁｭｰﾌﾞは入っていません。 

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。特に夏場は直射日光にて内圧が高ま

ります必ず 0.8KG 以下でご使用下さい。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 冬になり気温が下がりますとﾀｲﾔの内圧が下がりﾁｭｰﾌﾞﾚｽﾀｲﾔの為空気が抜けてしまう場合

が有りますので船を載せて保管される場合は時々ﾁｪｯｸをして下さい。 

 ﾀｲﾔが潰れたまま長期放置しますとﾀｲﾔがﾋﾋﾞ割れし空気再注入不可能となってしまいます、長

期保管の場合は台車の下にブロック等を入れておくと良いでしょう。 

 ｴｱｰ漏れでも早期に対処していただければ十分再生いたしますので時々点検していただける

ようお願い申し上げます。 

 

TA30A（A ﾀｲﾔ）（ｱﾙﾐﾗﾝﾁｬｰ、ﾄﾗﾝｻﾑﾄﾞｰﾘｰ等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 0.8KG～1.0KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 交換用ﾀｲﾔ(外側) ﾁｭｰﾌﾞ、別途販売しています、適宜交換下さい。 

 

TA30D（D ﾀｲﾔ）（ﾏﾙﾁﾄﾞｰﾘｰ、Z071 前輪、等に使用）  

 ﾀｲﾔ空気圧は約 1.0KG～1.5KG 位にてお願い致します。夏場は気温が上昇し内圧が高まりま

す、又冬場は逆に低温にて空気圧が下がりますので空気圧の点検をお願い致します。 

 運搬の再はなるべく車外にて搬送してください、車内に入れる場合は空気圧を必ず0.5KG以下

にして下さい、又、停車時必ず窓を開け換気し直射日光を避けて下さい。 

 空気圧が少ないままの使用、保管はﾁｭｰﾌﾞの損傷やﾀｲﾔの劣化が早まりますので時々点検し

ていただけるようお願い申し上げます。 

 

上記全てのﾀｲﾔについて 

●車軸部にﾍﾞｱﾘﾝｸﾞが内蔵してあります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部にはｸﾞﾘｽ等塗布しないようにして下さい、砂、

埃、が付着し磨耗の原因となります、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ分は良く水洗してください。 

● ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ部も消耗、紛失した場合は交換用部品ございますので、補修をしてください。 

● 空気を入れる場合ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ等においてある自動車、ﾊﾞｲｸ用、空気入れで入れられます 

一般用自転車用空気入れではﾊﾞﾙﾌﾞ形状が合いません、詳しくはＨＰご覧ください。 

 

空気圧換算表 

㎏ Kpa(ｷﾛﾊﾟｽｶﾙ) pa(ﾊﾟｽｶﾙ) PSI(ﾎﾟﾝﾄﾞ) Bar(ﾊﾞｰﾙ) 

1 100 100000 14.2 1 

 

 

安全なマリンライフをお楽しみ下さい           (有)ファクトリーゼロ  


